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宿泊施設及び宿泊客の動向からみた松本市の地域的特性

宇野広樹・王　会一

本稿では，多様化する宿泊施設及び宿泊客の動向に着目し，長野県松本市がもつ地域的特性を明ら
かにすることを目的とした．その結果，以下の知見を得られた．第一に，松本市内の宿泊施設の立地
には，松本駅前の区画整理再開発事業と県外資本のホテルチェーンの出店による２つの転換期があっ
たことである．第二に，近年ではホテルチェーンの参入が見られるものの，施設数に大きな変化は見
られなかった．すなわち都市の内部構造における宿泊機能の変化はなく，経営主体の新陳代謝が起こっ
ていた．他方で，県内資本の企業の中には，多様化する宿泊客に対して強みを生かした経営や地域一
体となった取り組みで集客する企業も見られた．第三に， 松本市の宿泊需要が高い要因は，宿泊施設
の集客に必要な「ビジネス」「観光」「イベント」の地域資源を有していることに加え，大都市と中小
都市の結節点となる地理的な位置関係によるものであることが明らかとなった．
キーワード：長野県松本市，宿泊施設，地域的特性，経営戦略，「ビジネス」「観光」「イベント」

Ⅰ　はじめに

Ⅰ－１　研究背景
宿泊施設をめぐる研究は，地理学において観光

産業の指標としての観光地理学と，都市機能とし
て都市の中心性や都市の魅力を研究する都市地理
学の二つの視点から研究が蓄積されてきた（浮田
ほか，1987）．これまでの都市における宿泊施設
に関する日本の研究動向は時代の変化に伴って関
心も変化してきた．

1990年 代 の 研 究 で は， 松 村（1991，1992，
1994，1996）や石澤・小林（1991）といった第３
次ホテルブームに伴った旅館からホテルへの転換
過程の中で，分布パターンの変化から都市内部構
造の変容について明らかにしている．これらの研
究の共通点は，ホテルは都市のランドマーク的存
在であり，コンベンション機能や飲食機能などの
付帯機能の充実が都市規模を示している点に注目
していることにある．その一方で，2000年代にな
ると淺野ほか（2005）の研究に代表されるような，
宿泊施設の質的向上よりも量の充足の方が期待さ

れている点を論じている．換言すれば，付帯機能
が充実した多機能型ホテルよりも宿泊に特化した
ビジネスホテルが顕著にみられることを指摘し
た．2010年代になると，ホテルの立地と他産業と
の関係を論じた今井・橋本（2011）や交通網の発
展に着目し，鉄道駅からの距離関係や業態別に立
地の特性を定量的に明らかにした佐藤（2012），郭・
山上（2013）などが挙げられる．そして近年では，
訪日観光客の増加に伴ってホテルの出店が増加す
る大都市地域の立地特性を明らかにした下山ほか

（2019）や葉ほか（2020）が挙げられる．また，
宇野（2021）は，ホテルの出店において大きな存
在となっているビジネスホテルチェーンを対象に
して出店戦略の類型を行い，経営形態が多様化し
ていることを指摘している．

このように，日本における宿泊施設の動向につ
いては立地特性を中心に研究が蓄積されてきた．
しかし既往研究において次のような問題が指摘さ
れる．第一に，ホテル増加が著しい都市部に関心
が集まっている傾向にある一方で，地方都市にお
ける近年の動向を実証的に明らかにした研究が蓄
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積されておらず，長野県佐久市を対象に宿泊施設
の分布と宿泊客の特性を論じた川村・張（2015）
を除けば，極めて少ない現状である．第二に，オー
プンデータやGISの普及によって定量的な分析が
多くされてきたものの，その結果を裏付けるよう
な現地調査がほとんど行われていない点である．
松村（1991，1992，1994，1996）や石澤・小林（1991）
のような現地調査を踏まえた分析と定量的な分析
を組み合わせることで論及することができるであ
ろう．第三に，宿泊施設の運営形態が多様化して
おり，特にチェーンホテルが業界で大きな存在と
なっているにもかかわらず，経営戦略に着目した
実証的な研究がほとんどないことである．これら
の諸点を検討することは，宿泊産業の動向に関す
る新たな知見をもたらすだけでなく，時代の変化
に伴った都市や人の行動の変化について示唆を与
えることができるであろう．

Ⅰ－２　研究目的と方法
以上の背景を踏まえ，本稿では多様化する宿泊

施設及び宿泊客の動向に着目し，長野県松本市が
もつ地域的特性を明らかにすることを目的とする．

本稿の研究手順は以下の通りである．まず，こ
れまでの日本及び長野県内における宿泊施設の動
向について俯瞰し，宿泊産業全体から見た松本市
の特徴について検討する．次に松本市内中心市街
地に立地するホテル・旅館を対象に宿泊施設及び
宿泊客の動向について類型化し，それぞれの特徴
を明らかにする．そして，得られた知見から，松
本市中心市街地を中心に松本市がもつ地域的特性
を考察する．

調査方法は，以下の通りである．まず，市内中
心市街地の性格を掴むために，松本ホテル旅館協
同組合（以下，組合）に対して聞き取り調査を行っ
た．そして，松本市中心市街地に立地するホテル・
旅館の関係者に対して，施設の特徴や出店の経緯，
宿泊客の動向についてアンケート及び聞き取り調
査を行った．また，正確な経年変化を見るため，
松本市保健所にて旅館業開業・廃業申請に関する
資料を用いた．これらに並行して，各種資料を収

集した．これらのデータを踏まえ，松本市の宿泊
施設の立地特性について，時間的・空間的な変容
を分析し，現在の宿泊施設の立地要因を経営戦略
の観点から考察した．

Ⅰ－３　研究対象地域の概要
長野県松本市は，本州及び長野県のほぼ中央に

位置し，人口237，191人（県内２位） １），面積
978.47㎢（県内１位）である．東部は標高2,000m
の美ヶ原高原，西部は「日本の屋根」と呼ばれる
標高3,000m級の北アルプスの山岳地帯に囲まれ
た自然豊かな地域であり，その盆地内に市街地が
形成されている（第１図）．

平安時代の信濃国府の設置，中世の信濃守護の
拠点など，古来より信州地域の中心として機能し
ており，現在の松本市の基礎は松本藩の城下町で
あった江戸時代にまで遡る．善光寺道（北国西街
道）や中山道が通る結節点として交易・交流が盛
んであり，「商都松本」と称され大きな商業集積
地を形成してきた．明治期になると製糸業を中心
に近代産業が勃興し，大正期には日本銀行松本支
店が開業されるなど，長野県の経済金融の中心と
して機能してきた ２）．また，1964年に新産業都市
に指定されたことに加えて，複合扇状地による良
質な水資源を有していることから，電気，機械，
食料品といった産業を中心に発展し，近年では知
的集約型企業の拠点としてソフトウェア産業の振
興も進んでいる．さらに，松本市の交通について
は，中信地域の交通結節点として機能している．
東京からは約170km，名古屋からは約150kmの距
離にあり，首都圏・中京圏から鉄道を利用すれば
それぞれ２時間30分，２時間程度で移動できる（第
１表）．一方で高速交通網は，1993年に長野自動
車道が全線開通し，1997年に安房トンネルが開通
したことで長野市方面及び北陸方面への自動車ア
クセスが向上した．このように，松本市は歴史的
に中信地域の中心都市として発展してきた．

また，松本市は「岳都・楽都・学都」 ３）からな
る「三ガク都」を総合計画の中核として，さらに
は松本らしさを象徴する言葉として掲げている．
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松本市観光ビジョンによると，①国内外から広く
注目され，人と人が触れ合う「国際観光都市」，
②東西にそびえる美しい山々を満喫し，雄大な自
然に癒やされる「山岳観光都市」，③歴史・伝統
文化に触れ，学びを深め，芸術に感動する「文化
観光都市」，を目指す姿として取り組んでいる．
松本市の主な観光資源として，呉羽（2009）では，
松本城，旧開智学校，中町通り，浅間温泉，美ヶ

原高原，上高地，乗鞍高原などを挙げている．松
本市における観光入込客数（第２図）を見ると，
上高地を中心とする山岳観光が多くを占めてお
り，入山規制が解除される４月から11月に多くの
観光客が訪れている．さらには，セイジ・オザワ
松本フェスティバル（以下，OMF）やクラフトフェ
アなど，芸術・文化的なイベント等も開催されて
いる（第２表）．その上，松本市はMICEの誘致

第１図　研究対象地域の概要
 （国土数値情報より作成）
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にも力を入れており，2009年に松本観光コンベン
ション協会を設立して，学会やスポーツイベント
等の開催にも注力している．

Ⅱ　宿泊施設の動向

Ⅱ－１　日本における宿泊施設の動向
第３表はホテル営業と旅館営業の推移を示して

いる．1990年代前半までについては松村（1996）
に詳しい．松村（1996）によると，1980年代前半
までは旅館・ホテルともに増加傾向にあったが，
旅館営業については施設数，客室数ともに，それ
ぞれ1980年，1987年をピークとして減少傾向に
入っていることを明らかにしている．この旅館の
減少傾向は，2000年代になっても変わらず，1980
年の旅館施設数と旅館業法改正前の2017年を比べ
ると，83，226施設から38，622施設と，大きく減
少していることが読み取れる．この旅館の減少は，
バブル期以前は主流であった法人・団体利用から

第１表　松本市への主要な交通アクセス

注１） 鉄道およびバスの所要時間については松本
市交通政策課「松本市における公共交通活
性化の取組み」より作成

注２） 航空機については信州まつもと空港HPより
信州まつもと空港行きの所要時間を使用し
た．

 （松本市HPおよび信州まつもと空港HPより作成）

第２図　松本市における観光地別入
込客数（2018年）

注） その他は，扉温泉，美玲湖，福寿草の里，
奈川高原，白骨温泉，くだものと道
祖神の里，竜島温泉せせらぎの湯を
集計した値である．

 （松本市観光統計より作成）　　　　

第２表　松本市における主要イベント

注） 上高地の開山時期は，４月下旬の開山祭から11
月中旬までである．

 （松本商工会議所ポータルサイトみごろ及び 
松本市観光情報新松本物語より作成） 
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個人での利用へと宿泊形態が変化したことが大き
な要因として挙げられる．これに対してホテルに
ついては，1970年代のホテルブーム以降増加傾向
にある．特に1990年から2000年に著しく増加して
いることが分かる．1990年代前半の資産バブルが
崩壊し景気が悪化すると，固定資産回転率の悪い
宴会部門が経営を圧迫し歴史あるホテルが次々と
倒産した一方で，国際観光ホテルの整備法改正に
伴う基準緩和によって低投資を意識したホテルが
事業モデルとして確立された（下山，2019）．こ
のような背景から2000年代以降のホテルについて
は，宿泊に特化したビジネスホテルが多く出店す
るようになった．特にビジネスホテルチェーン店
の進出が活発になり，今日では都市部を中心に著
しい増加を見せている（宇野，2021）．

また，2003年には国による成長戦略の一環とし
て観光立国を掲げ，訪日外国人観光客の獲得に力
を入れるようになった．ここで，第３図では2010
年代の宿泊施設タイプ別の宿泊者数及び外国人宿
泊者数を，第４図では客室稼働率を示した．第３
図を見ると，全体的には宿泊者数が増加している．
特にビジネスホテルの宿泊者数は，他の施設タイ

プと比べて大きな割合を占めるとともに，著しく
増加していることが読み取れる．また，ビジネス
ホテルほどの増加率はないものの，シティホテル
やリゾートホテルについても増加傾向にある一方
で，旅館については施設数の減少に伴って，年々
宿泊者数が減少している．次に，外国人宿泊者数
について見ると，2011年には約1,842万人であっ
たのに対して，2019年には１億1,566万人と10年
足らずで５倍以上も増加していることが分かる．
しかし，2020年は新型コロナウイルスの流行によ
る緊急事態宣言の発令や外国人の渡航制限等の影
響を受けて，宿泊需要は大幅に減少し，宿泊客全
体では2019年の半分程度となっている．第４図の
客室稼働率についても，全体的に緩やかに稼働率
が高くなっていることが読み取れる．特にビジネ
スホテルとシティホテルはそれぞれ2014年，2013
年以降稼働率70％を超えており，この２タイプに
ついては全国的に見ると，施設数も稼働率も増加
傾向にあることから，アフターコロナ時代には増
加が見込まれる．また，都道府県別の旅館・ホテ
ルの施設数を第５図に示した．これを見ると，施
設数では，旅館を含めた場合は面積が大きな静岡

第３表　ホテル営業・旅館営業の推移（1965～2019年）

注１）1960年以前は松村（1996）の表１を引用した．
注２） 2018年以降は旅館業法の改正に伴い，旅館・ホテル営業へと統合された． 

そのため，2018年以降のホテル営業及び旅館営業のデータはない．
 （衛生行政報告例より作成）
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県や北海道などが上位になっている．しかし，ホ
テルの施設数に着目すると，東京を中心とする首
都圏や大阪，兵庫，福岡といった大都市圏に含ま
れる都道府県に多く分布している．

Ⅱ－２　長野県における宿泊施設の動向
第３表の長野県について着目すると，旅館につ

いては年々減少傾向にあることが分かる．ホテル
については，2010年の525件をピークに施設数は
減少しており，客室数についても全国では増加し

ているのに対して，2005年以降横ばいとなってい
る．このことから，長野県全体で見ると宿泊施設
数・客室数ともに減少傾向にある．また，都道府
県別の施設数を見ると（第５図），長野県は宿泊
施設が他の都道府県と比べて多く立地しており，
ホテルに関しては東京都（718軒），北海道（702軒）
に次いで509軒が立地している．

次に，近年の宿泊者数の推移を見ると（第６図），
宿泊者全体では，年度によってばらつきがあるも
のの，宿泊者数は1,700万人から2,000万人の間で
推移している．一方で，外国人宿泊者数は2019年
まで一貫して増加傾向にあり，特にリゾートホテ
ルの上昇幅が2016年以降は特に大きいことが読み
取れる．これは，避暑地である軽井沢町や長野県
北部を始めとするスキーリゾートが外国人に人気
であるためだと考えられる．そして，県内の市町
村単位で宿泊者数の動向を明らかにするため，第
７図を作成した ４）．データの制約上，一部の市町
村のみによる比較であるが，2018年に最も宿泊者
数が多かったのは松本市であった．その次に宿泊
者数が多かった長野市においても，国内宿泊者と
外国人宿泊者の割合が松本市と同じような結果と

第３図　 宿泊施設タイプ別延べ宿泊者数の推移
（2011～2020年）

注） その他は簡易宿所及び会社・団体の宿泊所を合
算したものである．ただし，簡易宿所について
は2015年までデータなし．

 （宿泊旅行統計より作成）

　第４図　 日本における客室稼働率の推移
（2011～2020年）

 （宿泊旅行統計より作成）
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なったが，３番目に多い軽井沢町では他の市町村
と比べて外国人比率がやや高い結果となってい
る．さらに，長野市や松本市などの中核都市や避
暑地の軽井沢町，スキーリゾートの山ノ内町以外
の市町村では，ほとんど外国人が宿泊していない
ことが明らかである．このように，長野県の宿泊
動向は都市部とリゾート地に宿泊する傾向にあ
り，本稿の対象である松本市は，県内の他市町村
よりも比較的宿泊需要が高いことが明らかである．

Ⅱ－３　松本市内における宿泊施設の動向
まず，近年の松本市の宿泊需要について把握す

るため，第８図を作成した．これを見ると2010年
から2017年の間にかけては一貫して宿泊者数が増

加しており，2017年が直近10年で最も宿泊者数が
多いことが分かる．しかし，国内の宿泊者につい
ては，2017年と2020年を除けばおおよそ900万か
ら1000万泊の間で推移しているが，外国人宿泊客
は2015年を境に大きく増加していることが読み取
れる．また，客室稼働率を見ると，2015年までは
増加傾向にあり，2015年以降は停滞している状況
であることが分かる．そして，コロナウイルスに
よる影響で2020年は宿泊客数・客室稼働率ともに
前年の半分程度まで著しく減少している．次に，
コロナウイルス流行以前の月ごとの推移を第９図
に示した．宿泊客数が多い月として５月，８月，
10月が挙げられる．まず５月と10月については，
外国人宿泊客が多いことから山岳観光を目的とす

第５図　都道府県別旅館・ホテル施設数（2017年）
 （衛生行政報告例より作成）
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る宿泊が多いのではないかと推察される．そして
８月については，外国人宿泊客は少ない一方で国
内の宿泊客が９割以上を占めており，夏休みによ
る家族旅行やOMFによる音楽イベント，学生を
中心としたスポーツ合宿等が考えられる．また，
客室稼働率を見ると年間を通して50％は超えてお
り，開山している４月から11月の間は約70％以上
となっている．特に８月は90％近くあることから
常に満室に近い状態であることが伺える．

第４表

 第６図　 宿泊施設タイプ別延べ宿泊者数の推移
（長野県，2011～2020年）

注） その他は簡易宿所及び会社・団体の宿泊所を合算
したものである．ただし，簡易宿所についてはデー
タなし．

 （宿泊旅行統計より作成）

  第７図　 長野県内における宿泊者数
（2018年）

注） 従業員数が10人以上の施設のみを対象
とした．　

 （宿泊旅行統計より作成）

　 第８図　 松本市における宿泊客数及び 
客室稼働率の推移

 （宿泊旅行統計より作成）
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さらに，松本市全域における宿泊施設の立地動
向について開業と廃業の施設数を第４表，ホテル・
旅館別に開業年の分布を第10図に示した．1960年
代までは旅館のみの開業が見られる．旅館の開業
は，1970年代から1990年代まで５年間で50件以上
のペースで増加しており，1990年以前は浅間や

美ヶ原といった温泉地域や松本駅前に多く立地し
ている．しかし，1980年代から廃業した旅館が見
られると，1990年代には開業よりも廃業の方が多
くなっており，最も多かった1990年代前半の362

 第９図　 月別宿泊者数および客室稼働率
（2018年）

 （宿泊旅行統計より作成）

第４表　松本市における開業・廃業申請の推移
（1947年～2021年10月）

注） 新規・廃業の営業許可年には，申請者の変更も
含まれる．

 （松本市保健所『旅館業台帳』より作成）
　　　第10図　 宿泊施設の営業許可分布 

（1947年～2021年10月）
注）廃業した施設を含む．
 （松本市保健所『旅館業台帳』より作成）
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件から現在では170件と最盛期の半分以下となっ
ている．これに対し，ホテルは1970年代から松本
市に出店が見られるようになり，松本駅前を中心
に出店が見られる．ホテルの分布を見ると，高速
道路や鉄道沿いに見られる傾向にあるが，多くは
中心市街地の特に駅前周辺部に集積していること
が明らかである．

Ⅲ　松本市中心市街地における宿泊施設・宿泊客の
特性とその変容

Ⅲ－１　中心市街地の宿泊施設の立地と変化
まず，1960年代から現在の宿泊施設の立地に至

るまでの中心市街地の開発の経緯を概観する．松
本市駅前周辺地区は，国鉄松本駅の開設によって
発展した小売商店街，鉄道関連の運輸業・倉庫業・
バスターミナルなどの業務施設が中心となり，周
辺に一般住宅街や飲食歓楽街が混じった密集市街
地であった（松本市史編さん室，1997）．これら
の集積に伴って旅館も駅前に多く分布していた

（第11図）．また，1951年に松本ホテル旅館協同組
合が設立され，設立当時は旅館だけで百軒以上も
立地しており，小規模な旅館が多く集積していた
ことが分かる．しかし，防災や住宅環境整備上の
観点から再開発の計画が進められ，1967年に松本
駅周辺土地区画整理事業が着手されたことで，中
心市街地の土地利用は大きく変化した．翌年の
1968年に都市計画が決定され，1970年から13年か
けて公共施設充当用地の買収や換地，家屋移転な
どが実施された（松本市史編さん室，1997）．こ
れによって駅前に立地していた小規模旅館の大半
は廃業している．その一方で，全国的なホテルブー
ムも後押しし，旅館や他業種からホテルを開業す
るケースが駅前地区では見られ，この再開発事業
を期に旅館からホテルへと転換が起こっている．
そして，現在中心市街地に立地している施設は第
12図（a）で示すように，ほとんどがホテルとなっ
ている．その変化の過程を第12図（b）で見ると，
松本城西部や現在のパルコがある周辺部に立地し
ていた旅館はほぼ全て廃業していることが分か

る．この駅前から少し離れた松本城付近の旅館の
分布と駅前のホテルの進出は，松村（1991）や石
澤・小林（1993）で指摘されているような分布パ
ターンと同様の傾向が松本市中心市街地において
も見られた．

ここで，現在立地している宿泊施設の概要につ
いて第５表に示した．宿泊施設32件のうち，旅館
が４件，ホテルが21件，旅館・ホテルが６件とい
う内訳となっており，松本市全体ではホテルが39
件であるということから，半数以上は中心市街地
に立地していることが分かる．また，営業許可年
に着目すると，2000年以降に進出したホテルが多
く見られる．特に2000年代後半以降は県外資本の
チェーンが多く出店しており，2007年には４件も
のチェーン店の出店が見られた．さらに，人口25
万人弱の地方都市にもかかわらず，同じ企業が複
数店舗出店しているホテルチェーンもあり，松本
市の宿泊需要が高いことが読み取れる．次に施設

第11図　駅前区画整理再開発事業以前の駅
前の旅館の分布（1970年代後半）

注）旅館と記載があったもののみ抽出した．
 　　（ホテル提供資料より作成）
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設備を見ると，レストランは全体で14件が付帯し
ており，施設によってメニューが様々である．ま
た駐車場は専用の駐車場を所有する施設が多いも
のの，有料であることが多く，施設周辺のコイン
パーキングを利用する施設などが見られる．この

要因としては，松本駅から近接している施設が多
く，電車や高速バス等の手段によって松本市に流
入した人が多いのではないかと考えられる．また，
松本駅前は区画整理事業によって再開発が行われ
たことから，駅前に空き地や駐車場といった低未
利用地がほとんど見られず，宿泊施設においても
新たに駐車場を付帯するのではなく既存のものを
利用しているのではないかと推察される．そして，
付帯機能の代表例として扱われている婚礼・宴会
機能を有する施設は，組合に加入している施設に
限定されるものの６件が有している．その中でも
100人以上を有する施設が５件あり，施設８につ
いては1500人を収容できるほどの複数の宴会場を
有しており，松本市内のホテルの中でも一際大き
な都市のランドマーク的な存在として位置づけら
れる．

Ⅲ－２　宿泊施設の経営戦略と宿泊客の特性
１）松本市における宿泊客の特性
中心市街地に立地する宿泊施設に対して，宿泊

客の動向やそれに対する各宿泊施設の取組みや出
店経緯などについて，アンケート及び聞き取り調
査を2021年10月25日から10月29日の期間で行っ
た．得られた結果について，第６表に示した．本
稿では，経営形態に着目して中心市街地の宿泊施
設を４分類に類型化した．まず，県内と県外の資
本別に分類した．次に，旅館とホテルに分類し，施
設形態や経営戦略が類似するもので分類を行った．

全体的な宿泊施設の特性について概観すると，
ビジネスホテルが多いことが分かる．特に2000年
代以降に開業したホテルはほとんどがビジネスホ
テルであり，これは全国動向と同様の傾向にある
ことが分かる．次に，経営戦略について着目する
と，ホテルの増加に伴って，他施設との差別化を
図るために経営戦略が多様化していることが伺え
る．その一方で，企業の支店だけでなく松本城や
博物館・美術館等の観光地や文化施設が中心市街
地に立地していることもあって，多くの施設が立
地を強みとしている．また，ホテルはハイリスク
ハイリターンの商品であることから，周辺環境や

第12図　中心市街の宿泊施設の立地と変化
 （松本市保健所『旅館業台帳』より作成）
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第５表　松本市中心市街地における宿泊施設の概要

注１）「－」はデータがないことを示す．
注２）施設25は簡易宿所であるが，カプセルタイプが中心のホテルとして本研究の対象とした．
注３）価格はBooking.comで検索した結果の料金を用いた．
注４）朝食の有無については，有料・無料のいずれも含む．
注５） 駐車場の有無は専用の駐車場を有する場合は「〇」，提携や公共の駐車場の場合は「△」，

駐車場の記載がない場合は「×」とした．
注６） チェーンブランドについては，全国に40店舗以上あるものを「◎」，40店舗以下を「〇」，チェー

ンでないものを「×」とした．
 （松本市保健所『旅館業台帳』，Booking.com，及び現地調査より作成）
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第６表　各宿泊施設における経営形態及び宿泊客の特性

注１）「－」はデータなしを示す．
注２）それぞれの項目について，左から順に優先度が高い．
注３）施設の強み　 アメニティ：「Ａ」，ビジネス設備：「Ｂ」，駐車場：「Ｃ」，イベント：「Ｅ」，食事：「Ｆ」，

温泉：「Ｈ」，日本文化：「Ｊ」，立地：「Ｌ」，会員サービス：「Ｍ」，価格：「Ｐ」，部屋：「Ｒ」，
接客サービス：「Ｓ」，交通利便性：「Ｔ」，その他：「Ｏ」

注４）出店に重視したこと　 他社との兼ね合い：「Ｃ」，他店舗との兼ね合い：「Ｇ」，インバウンド：「Ｉ」，
立地：「Ｌ」，集客の見込み：「Ｍ」，周辺の環境：「Ｓ」，交通利便性：「Ｔ」，地価：　　　　　　　　　　

「Ｖ」，その他：「Ｏ」
注５）発地　 松本市内：「Ｍ」，長野県内：「Ｐ」，首都圏：「Ｔ」，関西圏：「Ｋ」，中京圏・東海：「Ｎ」，福岡：

「Ｆ」，国内：「Ｄ」，海外：「Ｏ」
注６）主な予約手段　電話：「Ｐ」，予約サイト（ＯＴＡ）：「Ｒ」，自社サイト：「Ｓ」，その他：「Ｏ」
注７）宿泊目的　 ビジネス（県内）：：「BＩ」，ビジネス（県外）：「BＯ」，観光（個人）：「ＴＰ」，観光（団体）：

「TＧ」，イベント：「Ｅ」，その他：「Ｏ」
 （アンケート及び聞き取り調査より作成）
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立地といった外部環境については特に重要視され
ていることが推察される．

次に宿泊客の特性について見ると，宿泊客は県
外からの30～50代の男性ビジネス客が多い傾向に
あり，出張や会議といったビジネス目的が主な宿
泊理由となっている．また平日に関してはビジネ
ス目的の宿泊客が多い傾向にあるが，休日はほと
んどが個人観光を目的とした宿泊が多いことも聞
き取りの結果から明らかとなった．そして，宿泊
日数についてはどの施設においてもほとんどが１
泊中心で，施設によっては工事関係などによる長
期間宿泊するケースも一定数見られる．

２）類型別の宿泊施設の戦略と宿泊客の特性
（1）旅館型
このタイプには，３件の宿泊施設が該当する．

いずれの施設についても開業から100年以上を超
えており，昔ながらの古き良き日本文化を取り入
れた経営を行っている点が特徴的である．施設１
は，1888年の大火の際に蔵造り３階建ての旅館を
再建して以降現在まで同じ建物を使用している．
和室６畳一間という昔ながらの日本旅館が強みで
あり，予約方法が電話のみということもあって，
昔ながらの旅館に泊まりたいというニーズによる
リピーターが多い．また，施設３についても施設
１と同様に内装は当時と変わらない点は類似する
ものの，海外の旅行雑誌に取り上げられて以降は
欧米からの外国人客が大半を占めている．一方で，
施設２は，開業当時は松本の歓楽街として栄えて
いた松本城に近い地域に立地しており，旅館から
ホテルへと転換した観光旅館をイメージしたホテ
ルである．ホテルという形態ではあるが，「民藝
精神」をコンセプトに松本の民藝作家が製作した
家具や内装となっており，和室から予約が埋まっ
ている傾向にある．数年前に外部コンサルタント
の支援を受けてインバウンド需要向けにしたこと
で，カフェや宴会などの交流の場として利用して
いた地域住民には敷居が高くなり，一時は地域住
民から受け入れられない状況もあった．この経験
もあって，現在では施設のオリジナリティを活か

しつつ，コンサルタントの介入によって得られた
インターネット時代の情報発信の仕方などを駆使
して経営の向上に努めている．

（2）地元企業型
このタイプには，10件の宿泊施設が該当する．

多くはビジネスホテルの形態であり，駅周辺に立
地する施設と松本城周辺に多い．これらの中で区
画整理事業後に開業したホテルが数件あるが，区
画整理事業の影響を受けた代表例として施設４と
施設８を取り上げる．施設４は1901年に開業し，
旅館業と駅弁を営んでいたが，区画整理事業に
伴って1972年に旅館からホテルと業態の転換を
行っている．施設８に関しては，ホテル以前は約
300坪の銭湯を経営しており，区画整理事業によ
る換地や当時のホテルブームの流れもあって，ホ
テルを開業した．ビジネスホテル黎明期の開業と
いうこともあり，大浴場やレストラン，小規模な
宴会場を所有する旅館に近いサービスを提供して
いる．また，地元食材やご当地グルメも取り入れ
ており，信州・松本らしさが感じられるような取
組みを行っている．一方で，2010年以降で開業し
た施設は経営形態を多様化していることが施設22
や施設25から分かる．施設22は，ビジネスホテル
とシティホテルの中間的な形態であり，最大100
人収容できる宴会場を所有している．この宴会場
は文化財としても登録されているだけでなく，レ
ストランとしても利用できるため，観光・交流の
場としても機能している．また，施設25はカプセ
ルタイプのホテルとして他施設との差別化を重視
して出店している．立地と価格という点を強みに
しており，サービスよりも低価格を求める客層に
人気がある．特に，山岳観光のために利用する人
が多く，早朝に上高地行きのバスに乗るために宿
泊する人が多いのではないかと考えられる．

（3）地元大企業型
このタイプには，３件の宿泊施設が該当し，い

ずれもD社が運営している．D社は1920年に創立
し，鉄道事業をはじめとして交通，観光，小売な
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ど，松本を中心とする信州地域で幅広く事業を展
開している松本市の大企業である．D社が宿泊産
業に参入したのは旅行・レジャーの文化が普及し
つつあった高度成長期であり，美ヶ原や乗鞍，上
高地など観光地に出店していた．このような観光
地に出店していた中で，1991年にフルサービス型
ホテルである施設９が，D社が所有していた車庫
跡地に出店した．施設９の出店の経緯としては，
大きく２点が挙げられる．１点目は，中部縦貫自
動車道や松本空港ジェット化などの交通計画や松
本市の国際都市化といった施策に協調し，地元企
業としての存在を高める必要があったためであ
る．２点目は，バブル経済期の第二次産業から第
三次産業への産業構造の変化が顕著で，D社の交
通関連企業の売上が低迷していたためである．次
に出店した施設11は，施設９とは異なる客層（ビ
ジネス客）を集客するために，駅に近接した宿泊
特化型ビジネスホテルとして出店した．そして施
設27は，施設９と施設11の間のニーズを埋める役
割を担っている．このように，それぞれの施設で
客層の差別化を図ることで，多種多様な宿泊の
ニーズに対応していることが伺える．さらに，施
設９で作ったパンを他施設の朝食で提供したり，
美ヶ原温泉の施設の温泉を利用できたりといった
施設間での連携も行われている．また，スーパー
事業やバス・タクシー事業など，地域住民の日常
生活に密着していることから市内での知名度が非
常に高く，シナジー効果による恩恵を受けている．

都市のランドマーク的役割を担っている施設９
では，県内の法人宴会を中心に年間で約2,000件
の利用機会があり，主に会議，セミナー，会食が
中心となっている．さらに，直営のレストランを
４つ付帯しており，地元の利用客を主体として，
法人需要による接待，慶弔に際する御席，家族や
友人同士でのプライベート利用等それぞれのレス
トランによって客層が異なっている．

（4）全国チェーン型
このタイプには，８件の宿泊施設が該当する．

その中でも全国で出店数が40店舗以上を大手ホテ

ルチェーン（以下，大手チェーン），それ以外を
新規ホテルチェーン（以下，新規チェーン）と定
義して，分類した．

大手チェーンの代表例として施設17を取り上げ
る．G社は全国で84件 ５）を出店しており，現在市
内に２店舗目を建設中である．施設17の出店経緯
としては大手チェーンが少なく，計画当時は新規
に出店するホテルが少なかったといった他社との
関係や集客が見込まれる環境にあったことが挙げ
られる．G社の特徴として天然温泉を強みとして
おり，施設17では自家源泉を用いた温泉が併設さ
れている．その他にも夜鳴きそばや湯上がりのア
イスなどのサービスも充実していることから，１
泊9,000円近くと松本市内のビジネスホテルの中
では比較的高価であるものの，顧客満足度が高い．
また地元企業との違いとして，チェーンホテルと
しての安心感やブランドのネームバリューによっ
てリピーターの利用が多く，コロナウイルス流行
時でも安定した客室稼働率を保っていたことが挙
げられる．施設17は，地域への根付きやリスクヘッ
ジとして現在組合に加入しているが，他の大手
チェーンは加入していない企業が多い．これは，
施設17に代表されるようなネームバリューによる
知名度が高いために，組合に参加しなくても顧客
を獲得できているのではないかと推察される．

新規チェーンについては，2010年代に出店して
おり，ホテル事業に参入して年数が経っていない
ために全国的にも店舗数は大手チェーンと比べる
と少ない．新規チェーンの全国的な動向として，
地方の中心都市に出店する傾向にあり，松本市も
その一つとして考えられる．実際に施設28では，
安定したビジネス需要と外国人比率の高さや客室
数の供給状況などを鑑みて出店している．また新
規チェーンの出店の際には，土地や建物のオー
ナーなどから委託や賃貸借などで出店することも
あり，居抜きによる初期投資の削減や，長期的に
みたリスクマネジメントによるものだと考えられ
る．近年では，土地や建物を買収するよりもリー
ス方式やマネジメント・コントラクト（MC）方
式が主流であり，松本においても同じ土地で経営



－138－

主体が変わっている事例が複数見られた．

Ⅲ－３　宿泊客の特性変化と宿泊施設の対応
１）新型コロナウイルス流行（2019年）以前
宿泊客の宿泊の目的やニーズを正確に把握し，

その需要に対応することは，経営者にとって喫緊
の課題である．近年の松本市の宿泊需要は，ビジ
ネス需要に加えて観光需要が増加している状況で
ある．特に外国人観光客が多く訪れており，外国
人スタッフの雇用や多言語表記の作成，ファミ
リー，外国人向けの和室を作ったりするなど，イ
ンバウンド需要を意識した施設も見られた．また，
2010年にはサッカーの松本山雅FCがJリーグに加
盟し ６），バレーボールのVC長野トライデンツが
2021年に松本市をホームタウンにする ７）など，松
本市をホームタウンとするスポーツ団体が増加し
ている．それに伴って，スポーツイベント等に関
わる選手・関係者やサポーターなどの利用も増え
ている．以上を鑑みると，新型コロナ流行以前の
宿泊需要は，イベントや外国人観光客の増加に
よって宿泊需要が高まり，客室稼働率も高い状況
が続く好循環が生まれていたと推察される．

さらに，松本市では，観光客をさらに誘致する
取り組みを観光協会やコンベンション協会を通じ
て行っており，組合が協会と宿泊施設との橋渡し
役となっている．組合での主な活動は，行政との
協同宣伝活動や毎月の交流会である．宣伝活動で
は，組合とコンベンション協会とが連携してパン
フレットを作成し，広報している．特に近年では

「学都」として，松本を中心とした学習旅行の誘
致も行っており，音楽や美術のほか，井戸や用水
路めぐりなど松本市内をテーマにしたものや近隣
市町村と連携したプランを作成している．地元企
業は，組合での毎月の交流会などを通して，意見
交換や情報共有などを行っている．組合に所属す
る企業は，地元企業に限らずチェーンホテルも加
入していることから，全国を転々とした経歴を持
つ支配人が増えたこともあって，これまで培って
きたノウハウを共有することで，地元企業の発展
に貢献している．このように，組合を通じて企業

間や自治体間での連携が強化されて，松本市の発
展に貢献していると言えよう．

２）新型コロナウイルス流行（2020年）以降
新型コロナウイルスの流行は人流を抑え，飲食

や観光業のような対個人サービス業は大きなダ
メージを受けた．国や地方自治体による緊急事態
宣言や蔓延防止措置などの人流抑制や，GOTOト
ラベルといった緩和政策など，政策に観光客数が
依存している状態であった．松本市中心市街地の
宿泊施設は廃業となった施設はないものの，少な
からず損失を受けている状況である．特に安定的
な客室稼働に貢献していたビジネス需要は，オン
ラインでのリモート化に伴って減少している．そ
のため，行動の規制が緩和された際であってもビ
ジネス利用客は2021年時点では少なく，観光での
利用客の方が多い状況である．このような状況を
受けて，宿泊施設もそれぞれ対策を講じている．
聞き取りによると，新型コロナウイルス流行後の
取り組みとして多かったものは，アルコールや検
温計，アクリルスタンドや空気清浄機の設置等の
対応である．またレストランを付帯している施設
では，テイクアウト商品の強化や宴会等の料理提
供法を変更したりして感染予防対策を強化してい
る．このように，宿泊客が安心して宿泊できるよ
うに感染予防対策を徹底しているが，宿泊客を集
客できるような大規模な変革は資金面的にも厳し
い状況である．

Ⅲ－４　松本市中心市街地における宿泊施設の
立地動向

本章までの内容を踏まえると，松本市の宿泊施
設の立地における転換期は２つ挙げられる．１つ
目は，松本駅前の区画整理再開発事業である．再
開発以前は，浅間や美ヶ原といった温泉地と中心
市街地に多くの旅館が立地していた．特に中心市
街地では組合に所属する旅館が百軒を越えてお
り，旅館が集積する地域であった．しかしその後
の再開発によって多くの旅館は廃業し，土地の換
地によって松本駅前の土地利用は大きく変化し
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た．駅前の旅館に代わって台頭したのは，ブーム
に後押しされたホテルであり，宿泊施設の構造変
換が起こった時期であると言える．２つ目は，
2000年代以降のビジネスホテルチェーンの出店で
ある．2002年に最初のホテルチェーンが出店して
以降，大手ホテルチェーンが2000年代に相次いで
出店し，2010年以降は新規ホテルチェーンの参入
が見られた．これら県外資本のホテルが参入して
くる要因として，中心市街地において高い客室稼
働率を維持していたことにある．換言すれば，宿
泊需要に対して供給である客室数が不足している
と言える．その一方で，廃業している宿泊施設も
あるため，稼働率は各宿泊施設の戦略に依存して
いると言えよう．そして廃業した宿泊施設の土地
には，新たな経営主体が参入していることが開業
廃業申請により明らかになった．すなわち，中心
市街地内で宿泊施設の立地に大きな変動はない
が，経営主体の新陳代謝が起こっていると言える，
これは，ホテルの建設には初期費用がかかるため，
既存の施設を利用することで初期費用を抑えるこ
とが目的ではないかと考えられる．しかし，松本
市全体としては宿泊施設数に大きな変化はないも
のの，宿泊者が求める宿泊施設へのニーズはます
ます多様化している．経営主体の入れ替わりが多
いことも鑑みると，施設側も宿泊需要のニーズに
合わせた取り組みを行うことが今後重要となるで
あろう．

Ⅳ　宿泊施設の立地及び宿泊需要の要因からみた
松本市の地域的特性

宿泊施設は都市機能の一つであるとともに，都
市の魅力を計る上での指標ともなりうる．Ⅱ章で
述べたように，松本市は長野県内の年間宿泊者数
が最も多い市町村である．その上，地元ホテルに
加えて大手ホテルチェーンが多く出店しているだ
けでなく，同一企業が複数の店舗を出店している
ことからも，松本市中心市街地は宿泊需要が高い
ことの証左であろう．松本市は人口23万人の地方
都市にもかかわらず，宿泊需要が高いのはなぜだ

ろうか．この問いに対し，松本市が持つ地域資源
と地理的位置関係の２つが要因として推察され
る．

宿泊施設にとって集客を見込む上での要件は，
「ビジネス」「観光」「イベント」の３つが重要で
ある．聞き取りによれば，松本市はこの三拍子が
揃っているために，安定した宿泊需要を生んでい
ると複数の企業からの回答を得られた．

「ビジネス」の要素としては，日本銀行の支店
をはじめ多くの企業の支店が置かれていることで
ある．松本市は本州及び長野県の中央であり，首
都圏，中京圏といった大都市圏，さらには北陸の
広域中心都市である金沢市からもほぼ中間的な位
置にある．一方で，県内で最も人口の多く県庁所
在地である長野市は，県北部地域にあたる．この
ことから，長野市ではなく，地理的に中央である
松本市に支店を置くことで，都市圏の結節点とし
て，さらには長野県に対して広く網羅することが
できる．またかつて「商都松本」と称されたよう
に，古来より信州地域の交易の中心であった松本
は経済活動が活発であったことも松本市が選択さ
れる要因の一つである．このように，松本市は企
業の支店が置かれることで，出張や会議，商談等
が行われることで県内外からの集客を見込むこと
ができる．一方で，東京や名古屋から松本市への
移動は鉄道を用いればそれぞれ２時間30分，２時
間程度で移動できるため，宿泊せず日帰りでも可
能な距離ではある．ただし，松本市には新幹線が
停車しないことを考えれば，認知距離は相対的に
遠くなると考えられる．実際に首都圏からの宿泊
客が多いという結果 ８）は，首都圏からの訪問者に
とって日帰りで帰るには「絶妙な」距離であると
言えよう．また，リモートワークが普及しつつあ
る状況では，会議や出張による宿泊需要が新型コ
ロナ流行以前に比べると減少していることは否定
できない．しかし，重要な取引や商談では対面で
行われる機会が依然として多く．今後も一定数の
宿泊需要は見込まれるであろう．

次に「観光」の要素としては，山岳観光と中心
市街地の都市観光が挙げられる．松本市は，上高
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地，穂高連峰，乗鞍高原といった北アルプスへの
ゲートウェイ都市である．上高地を例に取り上げ
ると，松本駅から上高地へは路線バスで１時間30
分かかる上に，バスの最終便は15時30分 ９）と公共
交通機関を利用した移動には時間的制約がある．
そのため，登山客はバスが発車する松本駅周辺の
ホテルに宿泊し，早朝のバスで上高地へと移動す
るといった行程になる．実際に，調査期間中に夜
間のコンビニエンスストアで登山客と思われる服
装の人々が散見された．このように，山岳地域へ
と移動するための前泊地として松本の宿泊施設は
利用されている．また，松本市内では，国宝松本
城をはじめ，縄手通り・中町通りの商店街，松本
市美術館など観光名所が多くある．その一方で，
安曇野市のわさび農場や諏訪湖，さらには白馬村
といった近隣市町村にも観光資源が多くあり，松
本市は周遊観光の拠点としても機能している．近
隣市町村にも宿泊施設は立地しているものの，松
本市中心市街地ほど集積した地域は見られない．
すなわち近隣市町村では宿泊容量が少なく，宿泊
施設の選択肢は限られるために，宿泊者の求める
ニーズに合わない可能性がある．換言すれば，松
本市の宿泊施設は商圏が広く，近隣市町村を訪れ
る観光客も吸引する力があると言える．

最後に「イベント」の要素としては，スポーツ，
音楽，学会などが挙げられる．スポーツイベント
では，プロスポーツチームのホームタウンとして
サポーターを惹きつけるだけでなく，地区大会や
県大会などにも会場として利用される．サッカー
や野球といった団体競技では，宿泊施設も団体ご
とに利用し，大会の役員や審判といった関係者や
学生大会では保護者などの利用も考えられるた
め，客室稼働率が上昇する．音楽イベントでは，「楽
都」としてOMFやりんご音楽祭が代表として挙
げられる．2019年のOMFでは，22日間の期間で
有料公演に対して11,820名が来場しており 10），出
演者やオープンイベントでの参加者の宿泊も鑑み
れば，客室数が足りないと言われるのも想像に難
くない．そして学会では，信州大学や松本大学を
はじめとして医療や科学分野での学会が開催され

ている．このように，松本市内では，特に夏季か
ら秋季にかけて多くのイベントが開催されている
ことが，客室稼働率が高いことの要因の一つであ
るだろう．

以上のように，松本市は，「ビジネス」「観光」「イ
ベント」の３つの地域資源を有するため，高い宿
泊需要を生む要因となっていることが明らかと
なった．これら３要素に共通するのは，松本市が
持つ信州地域における広域中心性である．本州の
地理的中心という位置は，広域的に見れば首都圏，
中京圏，金沢都市圏の中間地点と言える．すなわ
ち都市圏間における結節点として，ヒト・モノ・
カネ・情報が流れ込んでくる．三大都市圏と政令
指定都市クラスに出店しているPARCO 11）が，北
信越地域かつ全国の地方都市で唯一出店している
ことは，松本市が北信越地域で重要な立ち位置に
あることの証左であろう．一方で，長野県内に目
を向けると，松本市は長野市に次ぐ人口が２番目
に多い都市である．しかし，県内の中央に位置す
るため，県内を広く網羅できる点から長野市では
なく松本市を拠点とする企業も多い．さらに諏訪
地域や，安曇野市，白馬村など「ビジネス」，「観
光」「イベント」のそれぞれを有する市町村が松
本市に隣接する．松本市は市内だけでなく，これ
ら近隣市町村の「拠点」として吸引力が高い都市
であると言えよう．

Ⅴ　おわりに

本稿では，多様化する宿泊施設及び宿泊客の動
向に着目し，長野県松本市がもつ地域的特性を明
らかにすることを目的とした．Ⅱ章では，日本全
国及び長野県における宿泊施設の変容について統
計データを用いて日本及び長野県での宿泊施設の
動向を示した．そしてⅢ章では，松本市内におけ
る宿泊施設について，アンケート及び聞き取り調
査によって各宿泊施設の経営戦略を明らかにした
上で類型化した．そしてⅢ章を踏まえ，松本市が
持つ地域特性について考察した．本稿で得られた
知見は以下に要約される．
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まず，松本市に立地する宿泊施設において２つ
の転換期があったことである．１つ目は松本駅前
の区画整理再開発事業である．古来より善光寺道
及び中山道が交わり，信州地域の中心として「商
都松本」と称されるほどの交流が盛んな地域で
あった松本市は，中心市街地だけでも百軒を超え
る旅館集積地であった．区画整理再開発事業後は，
土地の換地によって駅前に立地していた旅館は廃
業し，ブームに後押しされたホテルが出店された．
2000年以前は，県内資本のみが立地していた．そ
して，２つ目の転換期として挙げられるのは，
2000年以降の県外資本のホテルチェーンの出店で
ある．とりわけ2000年代には全国展開している大
手ホテルチェーンが次々と中心市街地に出店し，
２号店を出店している企業も見られた．その後を
追い，近年全国展開を進めている新規ホテル
チェーンも参入していることが明らかになった．
ただし新規に出店したホテルの立地は，出店前に
も宿泊施設として利用された土地に出店している
ため，中心市街地内で宿泊施設の立地には大きな
変化が見られなかった．さらには，開業廃業申請
によれば申請された施設数に大きな変化は見られ
なかった．すなわち，都市の内部構造における宿
泊機能の変化はなく，経営主体の新陳代謝が起
こっていることが明らかになったと言えるだろ
う．これは，近年の宿泊業界で主流となっている
リース方式やMC方式によるものであると考えら
れる．

近年，チェーンホテルによる出店が増加してい
る中で，各宿泊施設では様々な経営戦略を行って
きた．特に県内資本の企業は，地元食材を利用し
た料理を提供できるレストランを併設したり，レ
ンタカー店と提携したり，民藝を取り入れた部屋
であったりと，強みを生かした経営を行っている
企業も見られた．さらには，組合での交流会によっ
て全国を転々とした経験を持った支配人によるノ
ウハウを共有したり，自治体の地域おこしに参加
したりと一企業としての発展だけでなく，地域そ
のものの価値を向上させようとする取り組みが見
られた．

また，松本市は長野県内において宿泊需要が高
いことが明らかになった．その要因としては，松
本市が持つ地域資源と地理的な位置関係が挙げら
れる．宿泊施設が集客する上で重要な要素は，「ビ
ジネス」「観光」「イベント」であり，松本市には
この３要素が揃っていることが指摘できる．「ビ
ジネス」では，企業の支店が多く立地し，県内外
からのビジネスマンの集客が期待できる．「観光」
では，上高地や乗鞍高原などの山岳地帯への観光
客や松本城をはじめとする市内観光客だけでな
く，安曇野市や諏訪市，さらには白馬村など周辺
市町村への周遊観光の拠点として集客が期待でき
る．そして「イベント」では，OMFやりんご音
楽祭などの音楽イベントや松本山雅FC，VC長野
トライデンツなどのスポーツ観戦や県内の大会等
が開催されている．これら３要素に共通して言え
ることは，松本市の地理的な位置関係にある．本
州及び長野県の中央に位置する松本市は，首都圏
と中京圏，そして金沢都市圏を結ぶ「中間地点」
として，一方で県内では近隣市町村を吸引する活
動の「拠点」として，大都市と中小都市を結ぶ「結
節点」となっていると言える．北アルプスをはじ
めとする山岳地帯に囲まれた自然豊かな田舎的な
側面と，企業の支店が多く立地する都会的な側面
の両方を持ち合わせているのは，松本市が持つ地
理的特性であり，松本市ならではの魅力と言える
だろう．

本稿は，近年の県庁所在地ではない地方都市に
おける宿泊施設の立地動向について，経営戦略に
着目して松本市の地域的特性を明らかにした．と
りわけ，チェーン化が進む日本の宿泊産業におい
て，チェーン企業の出店行動や経営戦略を調査で
きたことは，宇野（2021）で指摘されているよう
に，多様化する経営戦略の一端を垣間見たと言え
よう．一方で，新型コロナウイルスの流行により
今後の宿泊施設の経営戦略に変化が起こる可能性
は言うまでもない．さらに，企業の経営戦略に主
眼を置いたため，宿泊客の宿泊目的や行動につい
ては分析を行っていない．それらの検討は別稿に
委ねたい．
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本稿を作成するにあたり，松本市役所，松本ホテル旅館協同組合，松本市内の宿泊施設の皆様に多大な
ご協力とご配慮をいただいたほか，多くの資料をご提供いただきました．研究にあたっては，堤純先生を
はじめとする筑波大学生命環境系の先生方，ならびに院生の皆様に多くのご指導，ご助言をいただきまし
た．以上，末筆ながら感謝申し上げます．

［注］
１）2021年12月１日時点．松本市HPによる．
２）松本市HPによる．
 https://www.city.matsumoto.nagano.jp/soshiki/214/5892.html（最終閲覧日：2023年１月16日）
３）北アルプスなどの山岳観光都市としての「岳都」，セイジ・オザワ松本フェスティバルに代表される

音楽の都市としての「楽都」，旧開智学校の開校や旧制松本高等学校の誘致など，教育を重んじる文
化芸術の都市としての「学都」を指す．

４）コロナウイルス流行による影響を避けるため，2018年のデータを用いた．
５）2021年９月末時点．G社HPによる．
６）松本山雅FC公式HPによる．
７）松本市HPによる．
８）聞き取り調査の結果による．
９）アルピコ交通株式会社HP「上高地・乗鞍地区の路線バスのご案内」による．ここでの最終便は，新島々

駅発の路線バスを指し，最終時刻は松本駅から新島々駅までの電車による移動時間を含む．
 https://www.alpico.co.jp/traffic/local/kamikochi/　（最終閲覧日：2022年９月24日）
10）セイジオザワ松本フェスティバルHP「2019OMF約１万２千名の来場をもって閉幕！」による．
 https://www.ozawa-festival.com/news/2019/09/07/200000.html（最終閲覧日：2022年９月25日）
11）PARCO公式HP　店舗一覧による．
 https://www.parco.co.jp/about/business/store/（最終閲覧日：2022年９月27日）
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